
  

アンケート回答167名　

【年齢】 【性別】

【お住まい】 【現在、かかりつけ医（主治医）をお持ちですか】

【どのような立場から参加されましたか】 【市民講座は何をご覧になって参加しましたか】

　                   　  　その他意見：SNS等

R7年度 在宅医療と介護を知る宇佐市民講座アンケート結果（R7.9.27）

　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）
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無回答

その他

当センターホームページ

学校

お知らせ文書

知人の紹介

介護予防教室等

掲示チラシ

市報
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男性

27人(16.1%)

女性

137人(82.1%)

無回答

3人(1.8%)

市民の一人として

111人(66.4%)
医療従事者として

20人( 12.0%)

介護従事者と

して

17人 (10.2%)

その他 13人

( 7.8%) 無回答 6人 (3.6%)

宇佐市内

132人

( 79.0%)

宇佐市外

25人

(15.0%)

無回答

10人

( 6.0%)

はい

108人 (64.7%)

いいえ

45人 (27.0%)

無回答

14人 (8.3%)



【今回の映画にどのくらい満足しましたか】 　　【在宅医療・介護を利用する時に

　　　　　　相談する場所を知っていますか】

　

【在宅医療・介護を利用する時に相談する場所】 　　【介護が必要になった時、在宅医療を

　　　　　　　　利用してみたいと思いますか】

　　　　　　その他意見：友人・子供等

　　　【ACP(人生会議）という言葉を 【万が一が起きた時に備えてどのような治療やケア

　　　　　　　　　聞いた事がありますか】    を受けたいのかを伝える書面を作成していますか】

　

思う

98人(58.7％)
思わない

9人(5.4％)

これから考える

53人(31.7％)

無回答

7人(4.2％）

聞いたことが

あった

72人(43.1％)

聞いたことが

なかった

90人(53.9％)

無回答

5人(3.0％)

作成している

24人(14.4%)

作成していない

138人(82.6％)

無回答

5人(3.0％)

とても満足して

いる

74人 (44.3%)

満足している

61人( 36.5%)

やや満足している

11人( 6.6%)

あまり満足し

ていない

4人( 2.4%)

無回答

17人 (10.2％)

知っている

97人 (58.1%)

知らない

59人 ( 35.3%)

無回答

11人 (6.6%)
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【「もしものときのために～私の医療と介護について～」を

　

　　　　　　　　　　　

【ご意見・ご感想等がありましたら、ご自由にお書きください】

・内容がすばらしかった。私は１人どうなるか？

・良い映画でした。なかなか難しいテーマですが。

・良い内容の上映でした。

・映画がとても良かったです。

　わり方等。

・素晴らしい最期でした。

・今はまだ介護する側の立場ですが、自分の終活について考える機会を頂きました。

　　　　　　　　　・家族の思い出のためのドキュメントと思いました。ここまでのエンディングノートは要らない。

・エンディングノートを見て、家族だから記録に残すことは辛かったと思います。

・いろいろ考えさせられました。

・将来のことを考えるきっかけになりました。

・最後まで幸せな人生だったのだと思いました。私もそうありたいです。(その時は)

・心に響く映画ありがとう。

・いただいたエンディングノート、本心から話していこうと思いました。

・映画を久しぶりに見ました。素晴らしい映画を見せて頂きました。スタッフの方々ご苦労様でした。

・感動しました。

・少しでも自分の身の回りのことができる様に食事に気をつけたい。

・とても良い映画でした。涙、涙でした。

・自分のことを考える機会になりました。

・次回も希望します。

・子どもの世代に見せた方が良いと思う。

・令和７年1月に、子どもと妻には話した。

・参考になりました。

・映画を見てエンディングノート考えようと思った！！

・本人の意思決定、考えさせられました。

・今日の映画を見て、私自身も考えておいた方がいいなと思いました。幸せな最期を迎えたいですね。

・最近主人を亡くし同じような立場でした。少し前にこのような事を見ていれば、少し心の準備が出来ていたので

　はと思いました。

                                                      書いてみようと思いますか】

・少し古い映画でしたが、今見ると新しく思える。講演の主旨によくマッチしている。主人公の過ごし方、家族の関

書いてみようと思

う

112人(67.0％)

書こうと思わない

13人(7.8％)

分からない

35人(21.0％)

無回答 7人(4.2％)



・親を４人見送りました。別れの時間が長い時もあれば、全く無いままの時もありました。自分の時はどのように

　なるだろうと思いながら映画を見させていただきました。

・ご本人もすごいが、カメラを回し続けた娘の器量は並みの人ではない。

・子供、家族が障害を持っていることもあるので、そういう人に向けた親なきあと、エンディングノート、終活等の

　講演があっても良いと思う。

・楽しかったです。

・1人暮らしでも十分家で生活できるような支援を希望します。

・在宅医療は家族に迷惑をかけるのではと思いましたが、考えます。昨夜、カナダの安楽死のドキュメンタリーを

　観たので余計に考えさせられました。自分の最期をどう迎えるか、難しいです。

・こういう市民講座ありがたいです。挨拶の最期まで自分らしく生きるの表現、とても素敵でした。亡くなった母も

　お世話になった地域包括支援センターのことを思い出しました。

・私もどうか映画のように最期を迎えたい。

・上映中、懐中電灯で席を照らしている男性がいて怖かった。上映は感動した。

・色々と考えることができました。

・これからも啓発活動の継続をお願いします。

・とても良い映画でした。自分や家族のエンディングについて考えたいと思いました。

・介護生活９年目、認知症も少し出てきた主人をストレスのためについ怒ってしまいます。もう少し優しくしよう

　と思いました。

・全国民に見せたいストーリーでした。

・とてもいい映画でした

・自分の終活について考える機会になりました。

・私には出来ないけど良かった。




